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第 4 章では、PHS などのマイクロセルでは、低所設置する基地局と高所設置する基地局が干渉し合
う同一チャネル間干渉が問題となる。この干渉問題をアンテナ技術で克服するために水平偏波とビー


















審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は、デジタル無線システムにおける干渉問題について原因と新たな対策技術について検討し
性能評価している。隣接チャネル間干渉の原因は送信機の高出力増幅器で発生する非線形歪であるこ
とに着目し、非線形歪を除去する技術について提案し、シミュレーション及び実験により改善効果を
示した。PHS の同一チャネル干渉を新しく水平偏波とチルトビームアンテナを用いる方法で克服し実
用化している。回線品質規定が厳しい固定マイクロ波通信の同経路干渉を干渉抽出型補償器で回線瞬
断の発生確率を抑えることに成功し実用化している。さらに、シンボル間干渉を除去してアクセスポ
イントのカバーエリアの拡大する技術では、将来のさらなる高速無線の普及への応用も期待ができる
など高く評価できる。 
 
 
【最終試験の結果】 
平成２７年１月２６日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
